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く研究ノート

Boiteux均衡の非効率性について

小山光一

1 .序論

Calsamiglia [ 2 ]とその発艇の中で，京範聞な

environmentsをもっ収穫議場経欝において常に

パレート最適な資源配分を実現する構報分権メ

カニズムは存在しないととが宣明されてき

関えiま，限界費用頭理はパレート最適となるた

めの一階の必要条件のみを饗求し，二轄の十分

条件は必ずしも満足されているとは限らない。

かくて自然な流れは，パレート最遊を常に実現

ずる情報分権メカニズムが存在しない以上，バ

レート最滴という緩い条件をあきらめ，

(second best)の最滴を実現するようなメカー

ズムを考えるということであった。Boiteux[1] 

が提示したメカニズムはまさに次善の問題に対

する一つの解法であった。ところがDierker[3] 

が強調レCいるように，Boiteux均畿は必ずしも

次畿の意味での最頑になるとは摂らない。Boiteux

民次善の態味での最遥となるためのー轄の必

要条件のみを分折し，ニ階の十分条件を検討し

ていないのである。特にi長穫逓増経濡において

こ階の十分条件が議定されていないととは十分

推測されることである。

i援護逓増経済において，強い条件?あるパレ

ート蟻遺をあきらめ，弱い条件としての次善の

最適を求めていくという考えは意味をなさない，

ということが強識さきれなければならない。なぜ

なら寂種選増経済において，次善の意味でめ最

適を求めることは，パレート最適を求めること

と本繋約に間…の医難さをもつからである。数

学的に述べれば，両方の問題とも非品集合の制

約下での最適化問題となっている。本積め

は以下のニつである。第一に，限界饗黒原理の

均街(民CPE)がパレート議選を実現する

と， Boiteux均衡が次警む最適を実現ずる爵題

は，全く同様の分析手法の下に持うことができ

ることを確認する。第二に，Dierkerの示した次

善の最適のための十分条件に含まれない経済安

考嬢の対象とし，その経費において Boiteux均

欝がlocal又はglobalな次善の最適となるため

の十分条件を検詰する。かくて我々はDirerk伎

の考察していない経携の下での十分条件を模索

ることになる。

2 . Boiteux鵠欝と次警の最適

2.1.在nvironmenis

経済はn入、の諮費者と l企業によって構成さ

れる。棄さは m~国の生産物と一つの生産要素{労

鶴)からなる。鵠費者i(i=1，2，ー..訟の選好は以

下の効男爵数日 R'J'+l-+Rによって表されるも

のとするo

Ui (xn，・..xlm，ya 偽 logx!j十βlogYI

ここで，t苫)>0，β>0，かつ::Eaj十βニニ1，また

XIJ (YI)は準費者iによる生産物j(レジャー，

resp.)の消費を示す。泊費者iの初期資諒保有を

ω1=(O，e!)をR開 XR++とする。企譲り生産関数を

(I) h(X1，・・.X鮪)=φ(L)
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とする。但し， h: Rm+→Rはsmoothな関数で

あると仮定し， φ:R+→Rの微分可能性は仮定

しない。ここで， Xjは生産物jの生産量，Lは

労働の雇用量をそれぞれ示している。以上の仮

定を満足する ((α1，...， am，β)， (ω1) 1， (h (・)，φ 

(・)) )の集合として経済Eを特定化する。この経

済Eは次のニ点でDierkerの仮定と異なる。第

ーに， Dierkerは関数h(・)に制限を加えている

こと，第二に， Cobb-Douglas型効用関数は

Dierkerの仮定Coを満足していないことである。

定義:Boiteux均衡は以下の(i)一(iv)を満足す

る((Xld，Yld) 1， (X1，. . .， Xm， L)， (Plo. . .， Pm， 1) e 

R+ n(m+l) X R+ m+1 X R++ m+1として定義される。

(i)(消費者i，i=l， 2，.ー，n) 

(Xld， Yld) =arg max{U1 (XI' YI) 
町1

(XI' YI) eR+ m+l， k pjXij十YI=el}

ここで，pjは生産物jの価格を示し，労働の価

格を 1とおく。

(ii) (企業)

(X1S，...， Xms， Ld)は上の(1)とともに，利潤πに
ついて次の式を満足する。

町1

πニ三pjXf-Ld=O 

ここで，XjSは企業による生産物jの供給量を

示し， Ldは企業による労働の需要量を示す。

(iii) (市場均衡)

n 

k (Xld， Yld) = (X1s，...， Xms， -Ld) + (0， e)， 

イEしe=kel.

(iv) (次善の最適のための一階の必要条件)

P;/弘二h;/hk，j，k=l， 2，.. .，m。

但し， hj， hkはそれぞれ関数h(・)の第j変数と

第k変数に関する偏微分である。

Remark:上の定数の(iv)について考えてみる。

次善の最適は以下の問題の解である。

n 

maximize k U1 (Xld (p)， Yld (p)) 

subject to (i)一(iii)

定義(ii)における企業の利潤制約，n=O，は消

費者の需要関数と市場の均衡式から直接導かれ

る。よって上の極大化問題は経済Eにおいて以

下の問題に帰着する。

m 

maximize k aj log Xj d (pj) 
(2) j=1 

subject to h (XI d (PI) ， . • .， 
Xmd(Pm))=φ((1 β) e) 

n 

ここで， Xjd (p;) = k Xljd (pj) (j = 1，2，. . .， m)。

次善の最適であるための一階の必要条件は(2)か

ら導出される。問題は Boiteuxは一階の必要条

件のみを検討して次善の条件を提示している点

にある。二階の条件が満足されていない可能性

が存在し，Boiteux均衡は必ずしも最適解である

とは限らないのである。

例 1 いま，m=2，n=lとし，h(XloX2) =X1 X 

Xzllz，ゆ(L)=Lとする。そのとき，集合ZLニ

{ (X1， X2， -L) eRt X R : X1 + X21/2孟L，L=[}
は凸ではない。故に次善の最適のための十分条

件のーっとして Dierkerが提示した仮定，仮定

P (iii)，を満足していなし=。しかしながら，この

経済において Boiteux均衡はglobalな次善の最

適を実現する。かくて我々はDierkerと異なる

新しい次善の最適のための十分条件を模索して

いくことができる。

例 2:次の図のような経済を考えてみよう。こ

の場合，三つの点(A，B，及びC)でBoiteux均衡

が存在する。点AでBoiteux均衡はglobalな次

善の最適を実現するのに対し，点CでのBoiteux

均衡はlocalに最適である。点BでのBoiteux均

衡は，次善の最適のための一階の条件を満足し

ているが，二階の必要条件を満足しておらず，

次善の意味で非効率的な資源配分になっている。

図は限界費用原理の分析において親しまれてい

るものと本質的に閉じ分析上の見方を与えてい

る。限界費用原理の均衡(MCPE)のパレートの

意味での効率性の議論は，Boiteux均衡の次善の

意味での効率性の議論と分析上同一線上にある。

広範囲な収穫逓増経済において何等かの均衡点
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において資調配分の「議率殻J (パレ…トの意味 をもっ。問えば，

であれ次善の意味であれ)を実現することは不 h (Xu X2， . . .， Xm)口::EXち合>0，とする。その
可能である。 とき，ゅの問題は以下のように変換できる。

X2 

g X1 

2.2.次警の最適;十分条件

まず，Boiteux均擦がlocalに次替の最適とな

るための十分条件を検討しよう。前述の(2)の議

大化問題より二階の十分条件を考える。いま，

Bk = (bjh)をkxkf子列とし， Ckロ (Cl'.. .， Ck)， 

(Bk G i 
h口 I:::1< 一!とおく。ことで，
l Ck 0 J 

bjhぉ…偽(Xjdl/Xjd)(hjh/h;)， Cj=-hjXjd/，また

XjdrはXjd(の一階の像分を示す。 localな次善の

最適を得るための十分条件は以下のようになる。

(-1)kdetDk>O， k=2， 3，...， m。

次に， globalな次善の最溜を実現するための

十分条件を考察する。 Heal[4 ]は，非凹問題を

適当な変数変簡を行うことによって出需題に帰

着させることができることを示した。この分析

手誌は，収穫逓増経済において従来用いられて

きたものである。上記の(訟の極大生問題を考え

てみる。いま適当な変換Zjψ(Pj)(j口1，2，.建咋

m)そ行うことによって却の問題を以下の出問題

きたとしようo

maximize W (ZI' Z2ト..， Zm) 
subject to γ(ZI' Z2'. .呼Zm)コエφ((1β)e)

もしこの変換された問題がglobalな最適解そ

もつならば，本来の(2)の問題も globalな最適解

maximize ::E (的/め)logZj 

subject to ::Ezj =ゆ((1-β)的

ここで， Zj= (α)e/pj) di， 1，2，. . .， m.コー
ナー解は経済Eにおいて生じない。この場合，

変換された韓大化問題撃はglobalな最適解をもっ。

このとき， Boiteux均衡はglobalな次善の最適

を実現する。Boiteux均樹点、での資源配分が次善

の意味℃のglobalな最適記分になるか苔かは，

上過の変換を通じて出問鰯に帰着できるか静か

に依存する。 11n2で示されたケースでは問問題

への変換は不苛能である。故にこのとされある

Boiteux場欝は次善の最適を実現できない。

3 .三つの欝究稼題

む喜寿究課題を関しておく。第一に，

Dierkerはglobalな次善の翠識を実現するため

の十分条件を示しているが，彼の1十分条件はき

っすぎるように思われる。実欝，本稿で論じた

Eの部分集合においてDierkerの十分条件

は満足されていないが， Boiteux埼簡はglobal

な次養の最適を実現する。Dierkerよりもゆるい

条件で，換設すればもっと広範題なenviron-

mentsにわたって， globalな次畿の最適合求め

ていくことが可能であるように思われる。この

次替の可能性を最大根追求した

ものである。とれに対し，第二の課題は，

の最滴の実理苦言語性愛鴻求していく上である限

界が存寵することを認識することにある。 Cal-

samigliaは広範臨なi畏穣逓増経済においてパレ

ト最灘ぎを実現する情報分権メカニズムが存設

しないことそ示した。罷題は， Calsamigliaと

様の不可能'設定理が次替の議選についても成立

するか否かである。広範醤な収穫逓増経済にお

いて次祷の最謹を蓄に爽現するメカニズムは存

しないと推謝することが妥当である。

第三に，いまEb'(Ef);を隙界費用原理の均箭
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(MCPE)がg!oba!Ooca!， resp.)なノfレート

最適を実現する environmentsの集合とし， E3 

(E[)をBoiteux均衡がg!oba!Ooca!， resp.)な

次善の最適を実現する environmentsの集合とす

る。このとき明らかに，EgcEr， E3c Erが成立
する。問題は， EgとE3の包含関係， EEとErの

包含関係である。もし， Egc E3ならば，収穫逓

増経済において次善の最適はパレート最適より

も弱い条件であるといえる。上の包含関係を明

らかにすることは経済学的に興味深い研究課題

であるように思われる。

参考文献

[ 1 ] Boiteux， M. (1971) “On the Management of 
Public Monopolies Subj巴ctto Budgetary Con 

straints." Journal 01 Economic Theory， 3， 219 
240. 

[ 2 ] Calsamiglia， X. (1977). “Decentralized 

Resource Allocation and Increasing Returns，" 
Journal 01 Economic Theory， 14， 263-283. 
[ 3 ] Dierker， E. (1991). “The Optimality of 

Boiteux-Ramsey Pricing." Econometrica， 59， 
99-121 

[ 4 ] Heal， G. (1984). “Equivalence of Saddle-
Points and Optima for Nonconcave Pro. 

grammes." Advances in A伸liedMathematics， 
5， 398-415. 



 
 
    
   HistoryItem_V1
   TrimAndShift
        
     範囲: 全てのページ
     トリム: 同サイズ 7.165 x 10.118 インチ / 182.0 x 257.0 mm
     シフト: 無し
     ノーマライズ（オプション）: 'オリジナル'
      

        
     32
            
       D:20071026192208
       728.5039
       b5
       Blank
       515.9055
          

     Tall
     1
     0
     No
     511
     265
    
     None
     Up
     0.0000
     0.0000
            
                
         Both
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     Uniform
     595.2756
     Right
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     3
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



